
 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

校長 大迫 誠 

学校にお金では買えないたくさんの宝がある場所があります。

さてどこにあるのでしょうか。そこは図書館です。子どもたちに

は『宝本』として親しまれています。 

 その宝の一つは『感動』です。物語や小説を読みながら自然にそ

の登場人物に共感し、一緒に泣いたり笑ったり、喜んだりするこ

とがあります。その中で豊かな心を育むことができます。二つ目

の宝は『知識』です。これまで知らなかったこと、行ったことがな

い場所、大昔のことでさえ知ることができます。三つ目は『知恵』

です。知識を応用し、考える力が付いていきます。四つ目は『表現

する力』です。作者が書いた語句や文章の巧みさや美しさに触れ

ることができ、それを自分も生かそうとすることです。たくさん

の言葉を知ることは人間にとって、とても大事なことで、心の栄

養になります。 

後で、教育奨励賞受賞のことを書きますが、本校の子どもたち

は適切に ICT に触れながら、移動図書や本の読み聞かせが大好き

で、本を手に取ろうとする子どもが多いです。秋の夜長に、より本

に親しむ習慣を付けましょう。 
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令和５年 10 月 ２７日 
鹿児島市立 桜峰小学校 
学校だより 

 

桜峰小ＨＰ 

【10/20 ４・５・６年生性教育】 

 【10/24 読み聞かせボランティア】 

 

【10/17 全学年＋黒神小合同

音楽練習】  

 

 

助産師さんをお招きし

て黒神小の児童も一緒

に、赤ちゃんをずっと

抱いたまま命について

学びました。 

教育奨励賞優良賞受賞について 

時事通信社が主催している第 38回教育奨励賞が発表され、本

年度の優良賞を受賞することができました。これは、全国で各自

治体の教育委員会から推薦があった 62 校の中から選ばれた優

秀賞の 3校に次ぐ大変光栄な賞です。 

御手洗康審査委員長による講評では『桜峰小学校は、タブレッ

トによる家庭での予習を習慣付け、授業は児童の意見交換による

「展開」の段階から始まり、人工知能（AI）によるドリル学習で

個別指導を徹底する「予習型授業」を展開し、児童が主体的に学

ぶようになった。授業研究や校務運営にも積極的に ICT を活用

する小規模校の教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）

改革として注目される。』とありました。 

これまでの学校職員、そして子どもたちの頑張りが結実された

ものです。 

 

【10/4 3・4年生研究授業】 

 

【10/6 朝のボランティア活動】 

 

【10/10 5・６年椿の実拾い】 

 

黒神小・中と地

域の方と協力し

てできました。 

【10/13 １・２年生図工カッター】 

 

【10/11 桜島大根間引き】 

 【10/12 １～４年生 校外学習】 

 桜島をバスで一周して、実際に見て触

れて学びました。 

久米まち子先生の

御指導のもと、市

音楽発表会に向け

て練習しました。 

【10/12 5・6年桜島地区交流学習】 

 

桜洲小で他校の

友達と英語で交

流しました。 


